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助成事業完了報告書
日本財団　会長
報告日付： 27 年 4 月 13 日
事業ID：2013152202
事業名：教育の機会に恵まれない
　　　子どもへの学習支援活動
団体名：特定非営利活動法人
　　　　　　くまもと学習支援ネットワーク

代表者名：野田　佳裕
TEL：096-285-7461
FAX：096-385-2444
事業完了日： 27 年 3 月 31 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

事業費総額　　　8,407,020   円　（収支計算書に記載する決算額）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 　　　　 　　 

自己負担額　　　1,767,020   円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 　　　　 　　 

助成金額      6,640,000   円　（千円未満は切り捨て）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
事業内容：
1. 学習支援の実施
【目的】県内12箇所に無料の「寺子屋学習会」を設置し、1人親家庭等の要因により、教育の機会に恵まれない小中高生に対し学習の指導をし、基礎学力の向上、勉強の習慣づけを目指す。
【内容】対象者→学習の機会に恵まれない小中高生
　　　　　場所→熊本、宇城、荒尾、玉名、人吉、山鹿、八代、合志、水俣、長洲、阿蘇、植木
　　　　　日時→各会場月4回、1日2時間（曜日、時間等は各会場ごとに異なります）
　　　　　人員→派遣講師（学習相談員） 11名
2. 訪問学習支援の実施
　【目的】講師不足で悩む施設、塾等で勉強が難しい障がい者の方等に講師を派遣し、遅れた学習を取り戻し、高校・大学進学を目指す。
 【内容】対象者→児童養護施設の児童、障がい者の方
　　　　　　場所→児童養護施設、各障がい者の方の個人宅
　　　　　　日時→各会場月4回、1日2時間（曜日、時間等は各会場ごとに異なります）
　　　　　　人員→訪問支援派遣講師 5名
3. 不登校デイサービスの実施
　【目的】不登校の小中高生などを対象に、特定の場所に来てもらい学習の指導を行う。
必要な方は専門家が自宅までお伺いをし、カウンセリングを行い、学校への復帰、進学を目指す。
　【内容】対象者→不登校の小中高生
　　　　　　場所→学習の指導…江原予備校 3F
　　　　　　　　　　 臨床心理士の訪問…各個人宅

　　　　　　日時→学習の指導…毎週火・木・土曜日（月最大4回）、1日4時間
　　　　　　　　　　 臨床心理士の訪問…毎週日曜日（月最大4回）、1回3時間

　　　　　　人員→学習の指導…不登校デイサービス派遣講師 4名
　　　　　　　　　　 臨床心理士の訪問…相談派遣講師（臨床心理士） 2名
4. 講演会・学習支援研修会の実施
　【目的】講演会を実施することで、保護者や関係機関の方に不登校と勉強方法について知っていただき、不登校の改善や、効果的な学習方法を学んでいただく。
　【内容】対象者→不登校の子ども本人、不登校の子どもの保護者、関係機関
　　　　　　場所→江原予備校 3F
　　　　　　日時→毎月第2日曜日、1回2時間
　　　　　　人員→講演会講師 2名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

事業目標の達成状況：
1. 学習支援の実施
　【結果】
①利用者数
	利用者
	利用者数（人）
	延べ人数（人）

	小学生
	31
	806

	中学生
	49
	1080

	高校生
	2
	97

	合計
	82
	1983


②達成状況
	目標
	達成状況

	1.教育に恵まれない子ども約120名が指導を受け基礎学力の向上、勉強の習慣づけに繋げる
	1.上の表のように、合計82名の利用者を指導し、基礎学力の向上、勉強の習慣づけに繋がる

	2.利用者の内20名の高校、大学進学を目指す
	2.利用者82名の内、14名が高校受験、2名が大学を受験し、その内14名が高校進学、1名が大学進学


2. 訪問学習支援の実施
 【結果】
①利用者数
	利用者
	利用者数（人）
	延べ人数（人）

	児童養護施設の児童
	10
	480

	障害者の方
	8
	384

	合計
	18
	864


②達成状況
	目標
	達成状況

	1.小中高生60名の遅れた学力を取り戻す
	1.上の表のように、60名の生徒の確保はできず、目標の3割程度の利用者数に留まるが、18名の利用者については、ほとんどの生徒で学力の向上が見られた

	2.10名の利用者が高校・大学へ進学する
	2.全体での進学決定者は目標の半分以下の4名に留まるが、そのうちの3名の利用者が高校進学、1名の利用者の大学進学が決定する


3. 不登校デイサービスの実施
 【結果】
①利用者数
（学習の指導）

	利用者
	生徒数（人）
	延べ人数（人）

	小学生
	5
	132

	中学生
	7
	236

	高校生
	4
	68

	合計
	16
	436


（臨床心理士の訪問）
	利用者
	生徒数（人）
	延べ人数（人）

	小学生
	5
	43

	中学生
	4
	32

	高校生
	3
	21

	合計
	12
	96


②達成状況
	目標
	達成状況

	1.利用者の5名が学校に復帰する
	1.目標には届かなかったが、4名の利用者が学校に復帰し、そのうち3名が小学生、1名が中学生の利用者だった


4. 講演会・学習支援研修会の実施
【結果】
①参加者数
	実施月
	参加者数（人）
	実施月
	参加者数（人）

	4月
	8
	10月
	12

	5月
	10
	11月
	10

	6月
	14
	12月
	10

	7月
	11
	1月
	6

	8月
	7
	2月
	19

	9月
	9
	3月
	13

	
	
	合計
	129


②達成状況
	目標
	達成状況

	1.子ども達の学習意欲を高め、進路を前向きに検討できるようにする
	1.保護者や関係機関が不登校について知ることで、子どもを理解することができ、進路を前向きに考えさせることができた

	2.関係機関職員や、学習ボランティアの指導力を向上させ、実力ある指導者を育成する
	2.実施回数は少なかったが、質問も多く、とても参考になった等の意見をもらう


事業成果物：
①中学校計算基礎
　・正負の数の計算　A4　65P
　・文字式の計算　P13
　・方程式　A3十章　P22

　・連立方程式の計算　P18

　・展開・乗法公式　P19

　・因数分解　P25
②中学歴史「これだけは暗記」　A4　P84
③高卒認定試験対策これだけはプリント
　・数学Ⅰ「これだけは覚えよう」　A4　P60
　・高校英語（公認・基礎）英文法　A4　P320

④就活の指針　A4　P22
⑤不登校からの出発　A4　P12
⑥不登校　講演会「寄り添うということ」
⑦事業実施に関する写真　P3
⑧添付CD　1枚
（様式）
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収支計算書
（ 26 年 4 月 1 日から   27 年 3 月 31 日まで）
	収入の部
	
	
	
	
	（単位：円）

	科目
	予算額
	決算額
	受入済額
	未調達額
	備考

	日本財団助成金収入
	　6,640,000
	　6,640,000
	　6,640,000
	　0
	　

	自己負担
	　1,670,000
	　1,767,020
	　1,767,020
	　0
	　

	収入合計
	　8,310,000
	　8,407,020
	　8,407,020
	　0
	　

	
	
	
	
	
	

	支出の部
	
	
	
	
	

	科目
	予算額
	決算額
	支出済額
	未払額
	備考

	訪問支援派遣講師
	1,728,000
	1,920,000
	1,920,000
	0
	

	
	
	
	
	
	

	不登校デイサービス派遣講師
	3,840,000
	4,608,000
	4,608,000
	0
	

	講演会講師　人件費
	20,4000
	204,000
	204,000
	0
	

	相談派遣講師（臨床心理士）
	360,000
	1,440,000
	1,440,000
	0
	

	会場・会議室等借上料
（寺子屋）
	518,400
	75,840
	75,840
	0
	

	会場・会議室等借上料
（不登校デイサービス）
	288,000
	0
	0
	0
	無料の会場を使用したため

	訪問支援派遣講師　交通費
	480,000
	159,180
	159,180
	0
	

	広告宣伝費
	400,000
	0
	0
	0
	当初の見積もりと折り合いがつかず、断念したため

	印刷製本費
	432,000
	0
	0
	0
	個人所有のコピー機を使用したため

	通信運搬費
	60,000
	0
	0
	0
	連絡等は、全て直接または各担当の個人ツール(メールなど)を使用したため

	数減
	-400
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	支出合計
	8,310,000
	8,407,020
	8,407,020
	0
	


